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国民健康保険税や長寿医療ほ険料を年金からお支払いの方へ

靭除服から､『年金参S』と『□龍振髄丿

奄選鋼で沓るまうに智ります

　一升、無聊から|珊民健康保険税や長寿医療保険料を支払っている万は、保険吽ｉ祠

の窓□で手続きをすると、来年度から口座融替で瓦払うことかできまｊ。

　平成21年１月39日までに手続きをすると、平成21年４月の年金支給分から支払い方

｡宍か変更され、口座振替で叉払うことかで酉ま可。(国民健康保険税は７月から、長

石度廓‘?険料は８月から)

　この変更によ○保険料の総額か変わることはありません。

なお、引き続き年金からの支払いを希望される方は、手読きの必要｢よありません。

４諸塵●１

・娠胴聊運一て手睡轡凌きれた堤自咄、８月ａ�の聴音重一９から曹●|こ・りま１．

・曝圃き|こは、［］蕗－植捨鐘畠（ＳＡ羅）の種出が必‐で酋．一碧曝前|ご音融●習で

　ー霞･ａｌｂて、□謳振替偏頗塵l席Å捲】審ご糖齢くだきLI.

I鵬刺al収iM●によ○口座麹菌への蛮●署お●□・墨堤自右昌Ｃ・首．

　こんなときにも国保の給付が受けられ豪す

以下のような場合にも､国保の窓口に申請･ると冤給か受けられます。

■出窟したとき（出崖育児一時金の支給）

　岬保険者か出産したときに､申請により世帯主に支給されます。妊娠12週（85日）

　al海で函ｎぱ、死隆一流産でも支給され・す。

　|申請に必要なもの|

　●保険証●印かん●母子健康手帳●荒屋・況屁の場合は医師の肛明器

■植偏難響か亡くな・たとき1�擾豊ｇ査館）

　櫨佃睡者か亡＜寫ったときJI●によロ�翻割iコたÅ圃圭）に宣鮑きｎ艦首。

　11●にａ●なもsl

　●一睡盛●印かん●死亡・・言

＜問い合わせ先＞生活部保険年金班（国民健康保険関係）IES-ISI

　　　　　　　　　　　　（長寿医－呆険関係）�B4-1513

-



元気に垂奄量ね４ために　いつ告でもｉ分らしくこの釘で蕃ら曾ために
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皿『

標準小作料を改定しました

　　　　　　　　　会津坂下町農業委員会

限外pJil SI、♭声嚇ｎヰ､Jli､公い|よ-ｌｊｐｔｎ忠司。

貼|､怜いの自守どｈ乙茸讐委哨舎は、喋孝小作料を決めていＪ酉、

ｇ汗毎の改定か￥ホで4.

､:の標準小作料を参１に田の吠ｓ、祁作の条件などをａし手、借り手

双乃で話し合って、実際の小作料を決めて’ﾄきい。

　ただに掃・小作料に比較して苔しく高額の場合（概ね３劃哨し）は、

阿炉町『をオろごとびあります。

腫地の区分　標準lj岬町（10a溢リ）作物内訳

　　顎1地壇　２９．０００円

田の節男２地壇　２５，０００円　主たる作物　水稲

　　男３地域　２２，０００円

　謬f'･tt,r･転作を;[a1Jか金額です。

７一華小作詞は、映作者か水利腎(経常費･唯持管理員)を負担すること

　岑μli.‾|r霖出い乙いま寡｢

　畑の陥　　　　Ｓー一秀定めない

農地区分の内訳

　区分

主たる作物

'10a当り'

・区

l大字眼位’

Ihttｐ:

//www.

碩扉

ｉｊ佃

大池

劇尨

ｎ釦

禰聘

舎ト

　第１地域

水稲の吸･&XXg

・肖

喝覗姻

Ｕ胃Ｓ

●●

閥・

●Ｘ

●・

一一

III.』Ｊll

ｉ表

明池田

三弓

叩鶏

舎111

八Ｈμ

見明

塔寺

新一

　繁多ヌ

　笏り

　大ｌ

(苓2地域以外)

　字内

(一2哨域以外1

　第２地域

SIxg～lii

　　一大

　　潭尻

　　大上

rS・の西側で栗

村堰ぴJ19貳XZ域)

　　宇丙

(塚遡一一|の区唇

及び零馬場一字北

一目嗣の応娃1

　　　　７い/I3問いきわ７ｒ≪ださい。

▼聞いきわせ先会津坂下町�察委員会�B4-IS4（璽通）

｜捺ｌ地壇

｜皿al

　睡ａ

　暖富

　鴫笥

　脆門

　�檻



ほっとな話題
重要な話題・課題を紹介します

　　早鐘２□犀al壱さと鯖淵ご麗麗麗a麗n

　laaS.UZ‘1;i:J.･Frl､k･l､ilど一lqllal.il･､柳剥ljそとJI!･.

■瘤11�♭た11とLI一男●ａご自F淵によ○たくき&－ご署●､llLIたｌ

ｌｌＬた．吟醸･握醸ｇ微塵･LIた･tlか方々・ご朗介むｌｌ。
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　　　手業訊

明日を担う「人っくＤ」事業

●やかな1専らしっくり」事菓

零しいfふるさとっくり」事鬘

その他副長か必要と認める事業

　　　合計

｜弗● 舎齢C同）

こ７３ｙ･舎|多千｢1?19哩の町の事業|こ便わせてし1ただきま・。
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　会淳一央乳菓
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厚生労働大臣寅を受扁
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まちの話題
みなさんの活躍を紹介します
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ｖ日 持場1､121き１り浬li i口｝-凶日（冬）
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　　　申りμんでください.

▼執1曾わせ先申采公民館�j3-JIﾛ
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　･Tiyll二大江戸助八大気のワークショヽタフ

|こｒ加して以来、プロの厳しい指導による助六

流基本打ｌを字ぴつつ、本物の1ﾛ太鼓の顎きを
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　りかﾖ「汁身の作芯家、放補俣公
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L｀I､‾吟ご気っｰ｡カよい曲の表睨の

にふ･J、_j々啼６を続けていまｊ。

　ナりり子活な‰我々とー晒に
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ロ
漸
聘
跨
口
匯
叫

会
津
坂
下
町
の
伝
統
行
事

　
　
　
　
　
　
　
よ
ｌ
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毎
年
１
月
Ｍ
日
は
初
市
と
大

一
引
き
が
暉
催
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
『
大
俵
引
き
』
の

歴
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
哨
在
、
嵯
引
き
は
会
津
坂
下
町
ｙ
ｘ
耳
丿
美
里
町

晟
田
の
２
か
所
だ
け
で
す
が
、
昔
Ｓ
会
津
若
り
同

大
Ｊ
を
は
じ
め
会
津
の
邑
咄
で
行
り
れ
て
い
ま
し

’
。
’
』
。
当
時
は
現
在
の
よ
う
な
大
厦
を
引
き
合
う
形

式
で
は
な
く
、
５
升
入
り
の
米
Ｉ
！
約
７
１
５
㎏
｝

一
、
噺
一
に
分
か
れ
た
群
宸
の
中
に
畷
根
上
か
う

担
げ
入
れ
、
そ
れ
を
奪
い
合
っ
て
米
の
出
来
不
出

来
を
占
う
も
の
で
Ｉ
っ
た
と
Ｉ
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
坂
下
の
嘱
引
き
は
寛
永
二
年
（
一
一
ハ
ー
ー
５
）
、

印
刻
○
で
一
が
設
け
ら
れ
た
際
に
吻
ま
り
Ｉ
し
た
。

ｇ
初
は
米
俵
を
Ｉ
い
合
う
形
式
だ
っ
た
と
さ
れ
、

塵
根
上
か
ら
投
げ
入
れ
ら
れ
瓦
米
俵
を
群
葵
か
奪

い
合
う
様
子
ぴ
揚
か
れ
た
粗
も
残
っ
て
い
ま
Ｉ
。

『
坂
下
の
厦
引
き
は
池
地
域
の
も
の
よ
り
壮
観
で
、

多
く
の
群
集
か
集
ま
っ
て
い
た
』
と
文
叱
一
八
″
・

ヘ
ハ
○
九
一
刊
行
の
「
新
一
会
津
風
土
記
」
に

も
記
載
さ
れ
て
い
ま
首
。

　
こ
の
よ
う
に
坂
Ｆ
の
佃
引
一
は
Ｓ
ひ
ら
多
く
ｎ

群
一
で
に
き
わ
っ
て
い
た
の
で
す
か
、
戊
辰
咀
孕

¶l㎜
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に
よ
ズ
Ｌ
中
絶
し
ｒ
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
し
ぱ

９
く
は
初
市
の
み
開
か
れ
て
い
ま
し
た
か
そ
の
初

市
も
徐
々
に
一
戦
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め

地
元
住
民
か
ら
俵
引
き
一
浩
の
声
ぴ
起
こ
り
昭
和

ｙ
年
に
傾
引
き
が
復
活
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

い
つ
か
ら
辰
に
嘴
を
つ
け
て
引
声
薦
‐
つ
よ
う
に
な

っ
た
の
ひ
は
不
明
で
Ｉ
が
、
こ
の
頃
に
は
現
在
の

形
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
俵
は
大
き
く
な
り
、
一
花
で
は
息
さ

２
・
５
メ
ー
ト
ル
ご
反
さ
４
メ
ー
ト
ル
、
Ｉ
な
５

ト
ン
の
大
俵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
一
一
手
に
分
か
れ
て
競
い
角
い
、
曹
凶
を

う
２
行
事
は
全
国
各
地
に
残
っ
て
い
ま
７
か
、
大

俵
引
き
は
坂
下
に
古
く
か
ら
残
る
需
切
な
又
を
財

と
し
て
今
後
も
残
し
て
い
き
た
い
ち
の
て
１
．

▼
敦
阿
部
又
化
婁
一
班
�
（
Ｓ
）
２
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３
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　　　昨年12月、２人の方が100庸の誕生日咆迎えました。

　おふたりに百歳まで生きる、長寿の秘訣庖教えていただきました!

　　　．．　目黒曼匹万

　　　｜心　　　　　　　　　　(上町)　　　　　　　　　　目黒さんから直筆のﾒｯｾｰｼﾞ

　圓

明治41年12月15日生　　を｀'たきましたﾛ

　毎日好き嫌いな(家族と同じ食事を痍へ､大きな病気をした　

で砕域

　ことかないほど､元気に洒こしています相撲が大好きて､相撲　　百祠　　
１

　中略か始まると､ﾃﾚﾋﾞの前に同取り､観戦しているそうです　　法
　　　　　　　　………･,‥゛4f

ぴ

　　　　　　　婦そろっでとでもお元気です　　　よまゝ１､９

　　ｎ　　　　　　白歳を目標に夫媚て競い合い．淘牟

　　　　　　－　　　支えあいなから生活してしヽるご　　　工ゝ｀4｀
la;

　　　　　　一　心ヽ､i活に,ヽ･４与え7いる日１

　　　　　　　のてしｏ、　　　ヱナ

　　　　　　　　｢7に若い気持ちていること_　　　１　

て氏

幽

か長寿の秘訣と教えていたき　　糾

　　　　　　　ｌした

百眺お祝い命にて爽ぎんと

　関ロナカノa4

　　(長井)

　弛

ｰ

　　　　　　ｊ　‘　／

　･津坂下町に生まれたﾅｶﾞﾉさんは､大正15年に結婚､6人　　　　－

　のお子さんに恵まれ､&年､澗業に従lしできました現在で

　はお孫さんか14人､曾孫さんが瓦人いらっしゃるそうです．　　・

　まヽ

題

　ことです、　　　　　　　　　ｋ．

　また､毎日家族と一緒に3食残さず食べており､特に､甘い　明から2列目の中央がﾅｶﾉさん。

　ものか大好きなのだそうです

ｉ

会深坂下町役瑞総葛－喩‐広報班ｉ９６ＭＳ２　　　１

福島県河沼郡会津坂下町字市中三番甲35殴番地　
秦喘端．ｉ

＿TEL{02421al－2iりFAX(0242183－0349

2 UISW/www.ehttp://www..かM.抑

　　　【１月の納刄1
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